
道徳の学習指導案づくりの手順 <整理版>

★ 学習指導案づくりに際して着眼する視点は様々であり、順序も柔軟であってかまわない。

したがって、その明確な手順はないが、例えば、「解説書」小学校版P.82より説明（中学校版はP.86より
類似の説明）する内容を参考にして整理するならば、およそ次のような基本的な手順が考えられる。

(1) ねらいを検討する
※ 年間指導計画上の主題（ねらい＋
資料）をもとに考える

(2) 指導の要点を明確にする

(3) 資料を吟味する

・気になるところやポイントとなるところに印を入れたり、子どもの視点に立って、
資料のもつテーマをとらえてみる。

・子どもの実態や、日常もつ感じ方や考え方を思い浮かべながら資料を受け止める。

○ ねらいを再度検討し、主題名を確定する

・年間指導計画と学習指導要領の内容項目を参考にして、ねらいを決定する。
・どんな主題（テーマ）をもって授業をするかを固め、主題名を確定する。

○ 授業の進め方の大枠をイメージする

（教え込む授業ではなく、考えさせる授業をつくろうとする方向性をもつようにする）
・人物にどこまで共感させるか、主人公を批判的に検討させるか、共感に終わらせない
学び合いの場面をどうつくるかなどを検討する。

(4) 学習指導過程を構想する ※ 主として本時の展開の左(中)側

※考えられる授業構成（＝発問構成など）の手順
① 資料での話合いの中心的な発問（中心テーマとなる発問）をどうするか？
（考えられる補助的な発問も考え、中心テーマの掘り下げをイメージする）

② その中心的な発問を生かすために、他の前後の発問をどう置くか？
③ 資料による話合いを踏まえて自分たちの問題を考える発問をどうするか？
（この発問は自然な流れに立って置くことが多いが、置かない場合もある）

④ 問題意識をもたせるための導入はどうするか？
⑤ 終末におけるまとめ方や今後へのつなげ方はどうするか？

○ 構想したことをもとに実際に書いてみる

（予想される発問を構成し、並べるところから書いていくと書きやすい）

(5) 一人一人を生かす方法を考える ※ 主として本時の展開の右側

・資料提示にどんな工夫ができるかを考える。
・書く活動や表現活動、話合いの工夫などを取り込むことができるかを考える。
・絵や実物、補助資料などを生かすことができるかを考える。 など

○ 指導上の留意点を書き加える

（配慮事項、個別指導の手立て、具体的な活動やノート作業の工夫などを書き込む）

(6) 板書を生かす計画を立てる

(7) 事前、事後の押さえや、他の指導と ※ これらの構想は、授業づくりの
の関連などを考慮する どの過程にもかかわっている

※ 整理：東京学芸大学「総合的道徳教育プログラム」


